






































































































































































































































































































































































































































































































































工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数
愛 知 県 計 570（229） 21,416 5,743 87（4） 3,720 212 62（1） 1,704 15
名 古 屋 市 181（12） 7,067 423 49（1） 2,306 28 20（‒） 399 ‒
愛 知 郡 （7） 16 （9） 582 222 2（‒） 51 ‒ 2（‒） 30 ‒
東春日井郡 （1） 1 （1） 15 8 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
西春日井郡 （5） 8 （5） 858 230 2（1） 642 175 ‒ ‒ ‒
丹 羽 郡 （7） 42（15） 1,207 212 19（2） 399 9 3（‒） 64 ‒
葉 栗 郡 （6） 18 （3） 399 35 8（‒） 160 ‒ 2（‒） 37 ‒
中 島 郡 （10） 78 （8） 2,533 133 5（‒） 131 ‒ 35（1） 1,174 15
海 東 郡 （4） 14 （7） 454 214 1（‒） 15 ‒ ‒ ‒ ‒
海 西 郡 （3） 5 （‒） 94 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
知 多 郡 （25） 111（109） 5,675 3,462 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
豊 橋 市 4 （4） 109 42 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
碧 海 郡 （7） 28（20） 725 277 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
幡 豆 郡 （5） 21 （9） 682 175 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
額 田 郡 （9） 27（14） 668 151 1（‒） 16 ‒ ‒ ‒ ‒
宝 飯 郡 （6） 13（10） 302 80 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒


















工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数
350（219） 13,392 5,342 43（5） 2,108 174 28（‒） 492 ‒
69 （9） 2,836 363 23（2） 1,169 32 20（‒） 357 ‒
10 （8） 383 202 1（1） 108 20 1（‒） 10 ‒
1 （1） 15 8 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
5 （4） 194 55 1（‒） 22 ‒ ‒ ‒ ‒
20（13） 744 203 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
4 （3） 103 35 1 47 3（‒） 52 ‒
25 （6） 690 98 10（1） 481 20 3（‒） 57 ‒
9 （6） 216 112 3（1） 207 102 1（‒） 16 ‒
1 （‒） 20 ‒ 4（‒） 74 ‒ ‒ ‒ ‒
111（109） 5,675 3,462 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
4 （4） 109 42 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
28（20） 725 277 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
21 （9） 682 175 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
26（14） 652 151 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
13（10） 302 80 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒















汽機・蒸機 瓦斯発動機 石油発動機 電動機 水車 合計
台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力
愛 知 県 計































































































































































































































































































































工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数
愛 知 県 計 847（484） 36,574 13,180 49 （9） 2,310 283 48 （7） 2,051 620
名 古 屋 市 128（25） 5,689 1,329 16 （1） 312 1 17 （2） 1,461 594
愛 知 郡 （11） 57 （6） 6,876 4,337 6 （1） 139 22 1 （1） 19 15
東春日井郡 （3） 6 （2） 481 87 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
西春日井郡 （4） 27（17） 3,075 720 2 （1） 1,429 215 1 （‒） 13 ‒
丹 羽 郡 （9） 36（25） 1,890 540 15 （6） 293 45 3 （1） 49 3
葉 栗 郡 （6） 21 （8） 530 79 6 （‒） 87 ‒ 5 （1） 72 5
中 島 郡 （11） 113（50） 3,314 552 4 （‒） 50 ‒ 21 （2） 437 3
海 部 郡 （13） 108（14） 2,663 488 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
知 多 郡 （23） 208（205） 6,293 3,314 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
豊 橋 市 2 （2） 110 43 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
岡 崎 市 20 （7） 1,159 271 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
碧 海 郡 （7） 21（18） 664 413 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
幡 豆 郡 （7） 36（19） 1,447 286 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
額 田 郡 （9） 23（22） 1,139 261 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
東加茂郡 （1） 2 （2） 26 5 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
宝 飯 郡 （6） 38（35） 1,204 441 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒




















工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数 工場数 職工数 馬力数
572（417） 26,340 11,194 135（32） 4,811 888 43（19） 1,062 197
61（16） 3,071 709 22 （4） 601 8 12 （2） 244 17
44（26） 6,320 4,102 3 （2） 315 170 3 （2） 83 28
6 （2） 481 87 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
17（13） 1,207 404 4 （2） 387 96 3 （1） 39 5
18（18） 1,548 492 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
7 （7） 288 74 1 （‒） 31 ‒ 2 （‒） 52 ‒
48（26） 1,185 232 28（17） 1,369 261 12 （5） 273 58
28 （5） 503 121 77 （7） 2,108 354 3 （2） 52 13
207（204） 6,162 3,294 ‒ ‒ ‒ 1 （1） 131 20
2 （2） 110 43 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
20 （7） 1,159 271 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
19（17） 632 400 ‒ ‒ ‒ 2 （1） 32 13
34（17） 1,390 276 ‒ ‒ ‒ 2 （2） 57 10
21（20） 1,052 230 ‒ ‒ ‒ 2 （2） 87 31
1 （1） 14 2 ‒ ‒ ‒ 1 （1） 12 3
38（35） 1,204 441 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
















汽機・蒸機 瓦斯発動機 石油発動機 電動機 他より受電
台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力
愛 知 県 計 46 1,824 223 3,666 11 64 48 247 405 7,254
名 古 屋 市 5 344 ‒ ‒ ‒ ‒ 1 16 47 969
愛 知 郡 8 650 6 69 ‒ ‒ 1 7 93 3,611
東春日井郡 1 x 1 17 ‒ ‒ 1 2 4 68
西春日井郡 4 85 2 28 ‒ ‒ 2 44 39 563
丹 羽 郡 2 4 10 209 ‒ ‒ 1 3 24 324
葉 栗 郡 ‒ ‒ 3 42 ‒ ‒ ‒ ‒ 7 37
中 島 郡 3 70 8 125 ‒ ‒ 2 5 48 342
海 部 郡 3 207 12 204 ‒ ‒ 5 58 3 19
知 多 郡 13 305 131 2,099 5 29 19 65 83 817
豊 橋 市 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 2 43
岡 崎 市 2 x 2 80 2 15 ‒ ‒ 7 176
碧 海 郡 3 114 14 194 1 7 6 17 9 80
幡 豆 郡 2 46 6 86 1 3 4 11 17 136
額 田 郡 ‒ ‒ 5 127 ‒ ‒ 3 3 8 25
東 加 茂 郡 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
宝 飯 郡 ‒ ‒ 22 371 2 10 3 17 13 43


















台数 馬力 台数 馬力 台数 馬力
20 116 2 10 755 13,180
‒ ‒ ‒ ‒ 53 1,329
‒ ‒ ‒ ‒ 108 4,337
‒ ‒ ‒ ‒ 7 87
‒ ‒ ‒ ‒ 47 720
‒ ‒ ‒ ‒ 37 540
‒ ‒ ‒ ‒ 10 79
‒ ‒ 2 10 63 552
‒ ‒ ‒ ‒ 23 488
‒ ‒ ‒ ‒ 251 3,314
‒ ‒ ‒ ‒ 2 43
‒ ‒ ‒ ‒ 13 271
1 2 ‒ ‒ 34 413
2 4 ‒ ‒ 32 286
15 106 ‒ ‒ 31 261
2 5 ‒ ‒ 2 5
‒ ‒ ‒ ‒ 40 441


















































































工場名称 工場主名 大字 創業年月
1906年 07年 08年 09年
今井織工場 今井孫右衛門 馬寄 1899年2月 … … … 17
B
今枝織工場 今枝淳一 馬寄 1912年9月
六庄織物工場 今枝庄次郎 馬寄 1913年3月
今徳織工場 今枝徳次郎 e 開明 1900年11月 i … … … …
今枝織物工場 今枝孫七 馬寄 1907年 ◎ … …
鵜飼織工場 a 鵜飼幸三郎 開明 1896年2月 91 24 23 18
G G B B
マル庄織工場 臼井庄助 f 開明 1906年2月 ◎ … … 13
G
マル兵加藤織物工場 加藤兵太郎 （不詳） 1916年9月
柴垣織工場 柴垣八重 （不詳） 1910年4月
マル又田中織工場 田中保明 開明 1915年2月
成瀬織工場 b 成瀬市太郎 本神戸 1901年5月 j … 13 23 21
G C C
成瀬織工場 成瀬重右衛門 本神戸 1907年3月 k 28 29 50
G B B
則武織工場 則武幸太郎 本神戸 1903年4月 … … … 21
G
マル栄織工場 c 則武栄吾 g 本神戸 1916年9月
則武織工場 則武勘市 本神戸 1906年9月 ◎ 14 21
G B
マルカ織工場 則武辰蔵 本神戸 1914年2月 l
日比野織工場 日比野市次郎 h 本神戸 1905年 … … … 15
C
松岡織工場 松岡忠右衛門 新神戸 1873年 8
G
マル壽織工場 松野寿之助 （不詳） 1918年1月
村橋織工場 d 村橋嘉十郎 馬寄 1894年2月 m 221 129 126 100
G G B BC
柳田織工場 柳田廉治 馬寄 1899年4月 … … … 17
B
吉村織工場 吉村繁太郎 （不詳） 1901年3月 … … … …
マルヨ織工場 渡辺与三郎 開明 1896年9月 87 28 28 11
















10年 11年 12年 13年 16年 18年 19年 20年
18 18 19 27 24 26 16 19
B B B C B B BE CE
◎ … 10 11 11
B B CB
◎ … … … 11
A
… … … 11 11 13 13
B B BC CE




13 14 … … 12 … 10 10
G G B G G
◎ … … 11
G




13 13 … 13 … 10 10
C CB C C G
37 36 50 59 40 46 44 24
B B B B B B B B
21 21 20 19 21 23 16 16
G B B B B CB G G
14 14
G C
39 23 34 34
B B C C
16 17 23 29 26 22 27 30
C C B B B B BA B
27 38 57 67 52 58 49 e 51 e
G G A G B BC A CF
◎ 12 14
G DA
105 102 102 85 74 100 168 e 135 e
BE BC EDBC DB DBE DB DE D
17 17 26 27 29 30 21 e 20 e
B B B B BE BE BE CD
… … … … … 22 15
C C
12 12 13 10
G G G B
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第３図　中島郡今伊勢村概略図
資料）『中島郡実測図（三万分の一』（明治43年版）による（70％に縮小）。
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進行したのであろうか。ここでは織物生産自体は古くから行われていたもの
の、織物工場の展開が明治40年代以降に本格化した中島郡今伊勢村を事例と
して、個別工場がどのような動向を示したのかを明らかにする（第７表、第３
図参照）。
　愛知県で「個別工場一覧」が利用できる1895（明治28）年～1920（大正９）
年の間に、今伊勢村に現れる織物工場主は23人を数えるが、「個別工場一覧」
で同村に織物工場が登場するのは1906（明治39）年が初年で、同年には村内
に３工場をみている。創業年では1873（明治６）年や1894（明治27）年など
がみられるが、これが織物業への参入年か「工場」の操業開始年かは明らかで
はない。また、創業後、「個別工場一覧」に記載をみない年次が多いものにつ
いても、「出機」のみで「内機」を持たなかったのか、職工数10人未満で、記
23
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載条件に該当しなかったのかも明らかではない。記載された創業年別では、明
治30年代が９工場で最も多く、大正期の７工場がこれに次いでいるが、近隣
の起町や一宮町などに比べて、同村全体としては創業年が遅い傾向がみられ
る。大字別に工場主みると、本神戸７人、馬寄６人、開明５人、新神戸１人
で、不詳分が４人である。本神戸は一宮町市街地の北側にほぼ連続する、岐阜
と名古屋を結ぶ脇街道沿いの集落で、その北側に新神戸があり、そのさらに北
に馬寄集落がある。開明はこれらよりも西側の奥町に隣接する集落の一つであ
る。
　今伊勢村の東寄りの集落に工場主が多い傾向はあるが、ほぼ村内各地から工
場主が現れている。工場創業年もとくに大字ごとの前後が明瞭なわけではな
く、明治期には絹綿交織と綿織物を生産の中心としていることがわかる。1906
年以来村内の工場数はじょじょに増加し、1919（大正８）年には17工場を数
えて最大となっている。原動機の導入は遅れ、1919年に松岡織工場、村橋織
工場、柳田織工場の３工場で、他よりの受電によって電動機を入れている8）。
1909（明治42）年時点で11工場を数えるうち、絹綿交織を筆頭品目とする工
場が５工場、綿織物が２工場、不明が４工場で、不明分は原資料での記載が単
に「織物」あるいは「縞」などとなっている事例である。したがって、不明分
のなかにも絹綿交織がかなり含まれていると想定すると、絹綿交織工場が過半
を占めていたとみられるが、1919年の17工場中、絹綿交織は５工場、綿織物
が６工場、絹織物と毛織物が各１工場、不明分が４工場となり、絹綿交織のう
ち２工場と綿織物のうちの１工場は、綿毛交織も品目としてあげられている。
　個別工場をみると、大正期に入る頃から馬寄の村橋織工場で毛織物生産が始
まっており、もともと絹綿交織工場であった同工場は1912年以降毛織物工場
へ分類されるようになる。同じく馬寄の今井織工場、柳田織工場、開明の今徳
織工場も絹綿交織から大正期に毛織物や綿織物に品目が転換している。また、
開明の鵜飼織工場やマルヨ織工場のように、ほぼ明治期で絹綿交織のまま工場
の姿を消す事例もある。もちろん、大正期になって絹綿交織として新たに登場
する工場や本神戸の日比野工場のように、綿織物から絹綿交織へ転換する工場
もみられるが、大きな流れは絹綿交織から毛織物、綿織物への転換とみること
24
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ができる9）。そして、そこには同一工場で絹綿交織から毛織物等への転換の事
例と、大正期における絹綿交織工場の廃業および毛織物工場等の新規創業の事
例とが相まって、こうした地域全体としての品目転換が生じていることが明ら
かとなる。ちなみに、1920年の12工場中では、綿織物が４工場（うち２工場
は毛織物、綿毛交織も品目としている）、絹綿交織と毛織物が各２工場、絹織
物が１工場、不明分が３工場となっている。もちろん、このことは単に今伊勢
村の事例に限られたことではなく、尾西地方のこの時期の製造品目転換の大き
な流れを象徴的に示しているのである。
６．おわりに
　これまでみてきたように、大正期における愛知県の織物工場の展開は、明治
期に形成されてきた基本的な地域的特性を前提としながら、名古屋市とその周
辺部における大規模工場の展開と工場分布域の外延的拡大、尾張北西部や海部
郡における濃密な工場展開とその地理的な拡大、および、絹綿交織に代わる毛
織物工場の急速な展開、知多郡、三河地方における綿織物工場のいっそうの展
開といった分布動向上の特性を示すものであった。第一次世界大戦による戦争
景気と、欧米列強からの輸入途絶、東アジア大陸市場の拡大という諸要因が、
大正前半期の日本の繊維工業に未曾有の好景気をもたらし、綿織物生産の急激
な拡大をもたらす一方で、生活習慣の欧風化、近代化や軍需の拡大が在来の着
尺需要の低下と毛織物生産の拡大をもたらすことになった。こうした時代状況
のなかで、愛知県における織物生産も、そうした状況を反映した展開を示して
きたことがわかる。
　名古屋市はこの時期、織物業において依然として重要な拠点をなしており、
在来の絹織物、絹綿交織、綿織物の手機生産が残存するなかで、比較的規模の
大きな綿織物工場や新興の毛織物工場が、同市を取り巻く愛知郡や西春日井郡
の諸町村に展開するようになった。また、尾張北西部では、中島郡を中心に葉
栗郡から丹羽郡西部に大きな織物工場の集積地が形成され、丹羽郡などでは依
然絹織物工場が重要な役割を果たすものの、中島郡では絹綿交織の比重が低下
し、毛織物への転換が進む一方で、好景気に支えられた綿織物生産の拡大も進
25
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んだことがわかる。さらに、尾張西部の海部郡では佐織村など明治期に郡北部
にみられた在来綿織物生産の工場集積が弱まる一方で、津島町を中心として、
毛織物工場が周辺町村に急速に展開したことがわかる。この時期は尾張西部地
域が北側の絹、絹綿、綿、毛織の各種工場の混在状態になっていたのに対し
て、南側の海部郡域では、毛織物生産への特化が一足早く進み出していたので
ある。これらの地域では、製造品目の主体が縞生地であるため、力織機の導入
が比較的緩慢にしか進まず、この時期でもなお半数前後の工場は手機生産で
あった。しかし、小規模工場にもじょじょに原動機の導入が始まっており、大
正期には電灯・電力供給事業の拡大によって、都市部を中心に電力供給を受け
て電動機による動力化が進むようになったが、農村部ではなお瓦斯発動機への
依存度が高かった。
　これらの地域に対して、知多郡と三河地方では、ほぼ一貫して綿織物工場の
展開が大きな特色となっている。知多郡の綿織物工場は、郡中央部を中心にほ
ぼ全域にわたって展開している。同郡では主として白綿布類の生産が中心であ
るため、比較的早くから力織機の導入が進み、原動機使用工場が織物工場の大
部分を占める状況が明治末以来継続しており、地場の比較的規模の大きな工場
が集積する町村もみることができる。これらの工場の多くは瓦斯発動機、ある
いは、蒸機・汽機を原動機とするものが多く、この時期には電動機の導入はそ
れほど進んではいない。三河地方でも綿織物生産が中心をなすものの、在来の
縞木綿類製造も含まれるため、知多郡ほど原動機使用は進展していない。同地
方には、碧海郡大浜町、幡豆郡西尾町、岡崎市（旧額田郡岡崎町）、宝飯郡蒲
郡町などの織物工場の集積地が成立していた。こうした西三河を中心に展開し
た織物工場の分布は、矢作川とその支流流域に集中する傾向にあり、とくに額
田郡ではこの時期に水車動力の利用が進展している。大正期には電動機との併
用が一般的となるが、水車利用が同郡の大きな特色となっている。これは、水
力利用という点からは在来技術による紡績部門のガラ紡による水車紡績とも関
連しており、その製品である太番手綿糸を原糸とする織布業との関連について
も検討課題となる10）。なお、東三河では織物工場の展開があまりみられない
が、このことは、この時期に東三河の各郡で相当数展開した製糸工場の動向、
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より広く養蚕業や製糸業との競合問題など、労働力需給状況に関しての検討を
要する課題である。
注
１） 拙稿（2014）「明治期愛知県における織物工場の地域的展開」『愛知県立大学日本文化学
部論集（歴史文化学科編）』 ５、pp. 51‒83。
２） 拙著（2001）『綿工業地域の形成』、大明堂
３） 拙稿（2011）「明治大正期愛知県下織物生産の統計的分析」『愛知県立大学日本文化学部
論集（歴史文化学科編）』 ２、pp. 1‒32。
４） 大阪府における「個別工場一覧」においても、この２カ年分は資料が存在していない。
前掲２）参照。
５） ここでは「個別工場一覧」の記載のうち、蒸気機関を汽機、蒸気タービンを蒸機と表記
して、この両者をまとめて汽機・蒸機としている。また、瓦斯発動機については、この時
期、大都市部で都市ガスを用いた発動機の使用もあるようであるが、織物工場の場合、多
くが石炭ガス発生装置を用いた発動機のことを指しているとみられるので、本稿でも瓦斯
発動機は後者の意味で用いている。さらに電動機は、自家発電による場合と電灯会社等か
らの電力供給による場合とがあるが、『工場通覧』の記載では前者を「電動機」、後者を
「他より電力供給を受くるもの」として区別している一方で、『愛知県統計書』では電動機
としての記載しかなく、1912年値については両者の区別は付かない。水車については『工
場通覧』では日本式、トルビン式、ペルトン式の区別をなしているが、ここではすべてを
合算して水車としている。
６） 1913（大正２）年４月に海東郡と海西郡は統合されて海部郡となっている。統合前後に
よる町村数の変化はない。
７） 額田郡では1912年に比して見かけ上工場数が減少しているものの、これは1914（大正
３）年10月に岡崎町が岡崎市に昇格し、額田郡から外れたためで、この地域でも実態と
しては工場、職工数とも急速に増加している。
８） 『電気事業要覧』によれば、今伊勢村への電灯・電力供給は、一宮町に本社を置く一宮
電気株式会社が事業主体となって、1913（大正１）年12月に開始されている。逓信省電
気局編（1916）『第八回電気事業要覧』pp. 46‒47。
９） なお、戦前期における今伊勢村の主要な個別工場の状況に関しては、以下の文献を参照
されたい。今伊勢町史編さん委員会編（1971）『一宮市今伊勢町史』、今伊勢町史編さん委
員会（一宮市今伊勢出張所内）
10） 北野進（1994）『産業考古学シリーズ［4］発明の文化遺産　臥雲辰致とガラ紡機─和紡
糸・和布の謎を探る─』、アグネ技術センター、pp. 157‒173。
